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①研究の学術的背景 

 研究の主たる対象となるロシア、中国、インドなどユーラシアの地域大国は、現在の世界情勢の中では、

米国一極秩序やＥＵ主導の国際秩序への挑戦者という立場に立つ国々である。すなわち、これらの地域大国

は、一定の経済力・軍事力を有するが、政治的自立性、成長の後発性、セミペリフェリー性などで特徴付け

られる国々である。これらの国々は、欧米の主導する国際社会の規範、自由化、民主主義、核拡散防止など

に対して一定の距離を置くという共通性を有している。 
 冷戦終了後に言われた「21 世紀は米国一極支配の世紀となる」という予測は、これまでのところ実現しな

かった。一方では、BRICs が成長し、経済に支えられて、これら諸国の政治的発言力と軍事的存在感が増大

した。他方では、ブッシュ政権の一国主義と武断主義が、世界政治における米国の指導性を著しく傷つけた。

現在の世界は、米国の卓越した国力の下ではあるが、地域大国がかなりの発言力を持つガリバー型寡占状況

にあると言えよう。この構造は定着するだろうか。それとも、石油の高値が去り、米国次期政権が国際的合

意形成にもっと努力するようになれば、世界は再び一極支配に近づくだろうか。 
 この問いに答える上で重要なのは、ロシア、中国、インドなどの地域大国化が、単なる政治経済的な現象

ではないということである。文化論的に見れば、これらの国々は単なる後発国というよりは、それぞれの文

明圏の姿を現代において代表する存在であり、かつての文化的帝国の現代への適応の形と理解することがで

きる。すなわち、地域大国化は、文化、宗教、イデオロギー、帝国的伝統、空間表象、環境問題などに関わ

る多面的な現象であり、これを解明するためには人文・社会科学の総力を注ぐ必要がある。また、上記諸国

の地域大国化という現象は、ポスト冷戦といったタイムスパンで捉えることはできず、本格的な歴史研究と、

それに基づいた現状分析を必要とする。 
 また、地域大国が、帝国遺産、対米関係、エネルギーの安全確保、ソフト・パワー、地域国際機構の形成、

環境破壊など、多かれ少なかれ類似の課題と問題に直面し、それへの対処に共通性と対照性を示しているこ

とから、地域大国間比較が有益であると考えられる。比較は上記諸国を理解する上で有益であるばかりでな

く、これら諸国の政治的重要性と学術的価値から考えて、ここから人文・社会科学を豊かにする知見が導き

出されることが期待される。 
 
②研究目的 

１）研究対象として取り上げる諸国（ロシア、中国、インドなど）が地域大国として発展・定着できる条件

が何であるのか、また、それを妨げるような不安定要因は何であるのかについて、人文・社会科学の諸分野

の観点から解明する。この比較を通じて、各地域大国の特殊性、固有性の理解を深める。 
２）世界システムを意識して行うこのような比較に基づき、世界の中に地域大国を位置付ける。その際、と

くに、それぞれの地域大国が歴史的に帝国あるいは文明圏を形成してきたという共通性を重視する。 
３）地域大国という中間項を入れることにより、世界を理解する上での新たな視座を確立し、その視座から

現代世界の様々な問題について分析する。これについては、現代世界を主導する米国、EU、日本などと対

比する形で、地域大国としての共通性を抽出することが肝要である。こうして得られた視座は、「超大国の

一極支配」あるいは「世界的な均質化や画一化」とは異なるものであり、この新しい視座から、安全保障、

民族紛争、宗教対立、環境、格差と貧困など、現代世界の重要な問題について総合的、学際的な解明を試み

る。 
 
③全体構想 

本研究では、ロシア、中国、インドなどの地域研究者が同一の計画研究の中で共同研究を推進する体制と

した。これにより、初めて、地域間比較というものが体系的に、かつ深いレベルで行われることになる。こ

のようにして、比較というものを総合的、体系的に行うことにより、それぞれの地域研究自体についても、

研究の著しい深化が期待され、それぞれの地域大国についての理解が飛躍的に深められることが期待され

た。 
 本研究では、６つの計画研究が、基本的に人文・社会科学の主要な分野ごとに組織され、国際関係、政治、

経済、社会、歴史、文化の研究者が総動員される体制とした。さらに、こうした計画研究の間で、いくつか

の共同研究が行われることから、地域研究の特徴の１つである総合性、学際性を一層高めることができる。 
 固有性の解明で特徴付けられる地域研究は、普遍性の解明で特徴付けられる人文・社会科学諸分野の様々



な理論研究と常に対抗関係にある。研究対象とする地域大国が、世界の中で現実政策の上でも重要な存在で

あり、学術的にも意義の大きい存在であることから、本研究における地域大国の比較研究は、人文・社会科

学の様々な理論研究に対して、多くのアンチテーゼを突きつける可能性を有しており、そうした理論研究に

対しても発展の大きな刺激を与えることになるのではないかと考えた。 
 本研究では、比較的若手の研究者を研究分担者、連携研究者、研究協力者として採用するほか、博士研究

員を採用することなどにより、地域間比較の広い視座を有しながら、個々の地域研究を推進できるような人

材の育成をはかることとした。博士研究員については、任期期間中（２年）に、異なる地域を研究対象とす

る複数の研究機関に滞在させることとした。 
 
④本領域の発展がどのように学術水準の向上・強化につながるか 

 ロシア（スラブ・ユーラシア）、中国、インド（南アジア）などの個々の地域については、1990 年代に重

点領域研究（特定領域研究）の形で総合的研究が行われ、日本におけるこれら地域を対象とする地域研究が

劇的に発展し、世界的にも注目される研究が数多く生まれた。また、これらの個々の地域について全国的に

共同研究を行う体制も構築された。本研究は、こうして個別的に深められた個々の地域の地域研究を束ねる

ものであり、研究手法を含めて、他の地域研究の長所を活用することにより、それぞれの地域研究を一層深

めることができると考えた。また、こうした地域の比較のための資料の統一化、データベース化など、比較

のための土台を作ることも意識した。 
 本研究では主要なユーラシアの地域大国を研究対象国とすること、また、これらの諸国が現在の超大国主

導の国際秩序に対して異議を唱える存在であることから、本研究を通じて、国際秩序、世界システムなどに

ついて、新たな見方を提起できると考えた。これらの地域大国は、歴史的には帝国の崩壊や再編の結果とし

て存在していることから、本研究により、現在、世界的に大きな問題となっている地域間対立、民族紛争、

宗教対立などに対しても、学術的な議論の土台を築くことができる。これらのユーラシア地域大国が世界に

占める経済、人口、軍備等々における比重と、そうした比重が近い将来さらに増大することを考慮に入れる

と、エネルギー安全保障、環境、格差と貧困などの世界的重要課題についても、本研究は、その解決に向け

ての新しい視点を提供できると考えた。 
 これらの諸国は、たとえば、民主主義のあり方や市場経済のあり方など、米国を頂点とするような画一的、

均質的な政治・経済・社会・文化などの発展のあり方に対しても、異議を唱える存在であることから、本研

究は、これらの発展のあり方を再検討するための豊かな材料を与えることになる。文化面でも、これらの地

域大国がそれぞれの「文明圏」を形作っていることから、それらとグローバル化との対抗関係を検討するこ

とは、現代の文化のあり方の理解に新しい見方を提供することになると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


